
支援計画

解説と支援の方向性について

※書籍『フレームワークを活用した自閉症支援』（104～105頁）を参考に記入してください。　検索"自閉症　フレームワーク”

　自閉症の人は、アイコンタクトが少ない人、逆に凝視したり、パターン的だったりする人がいま
す。人の話を聞いたり、コメントしながら、同時にアイコンタクトに気を配ることが難しい場合が
あります。実際に「目を見ると、聞いたり、話したり、考えたりすることができない」と言われる
ケースもあります。この部分を周囲に話し理解してもらったり（自己権利擁護）、目以外の場所を
決めたりするなどの工夫もあります。

※支援の具体的な計画は自立課題シートで整理する方法もあります

環境を変える部分は？ 本人の特性にあわせた支援は？ 本人に伝える・教える部分は？

・アイコンタクトの苦手さにつ
いて、周囲が理解する。

・アイコンタクトについて無理
に強要しない。
・アイコンタクトに関しての提
案をする（例：話す時に胸あた
りを見る。アイコンタクトをし
ないでいい。相手に伝える）

・アイコンタクトについての本
人の考え方を整理する
・１対１の相談の時間に、アイ
コンタクトについて整理する。
・周囲に自分で説明できるよう
に促す。

活用できる他の資源 活用できる本人のスキル 活用できる本人の気づき

１対１での相談の時間がある 文章、図、絵、表などの理解 目を合わせると考えがまとまらな
い
考えると目を合わせることが難し
い

■ 様々な状況の変化
人によって対応や期待が変わる

■ 影響を与える刺激や情報
会話の内容
見えている情報

■ 必要な支援がない
アイコンタクトの難しさに対す
る配慮や提案がない

□その他

■ 社会性・対人関係の
特性
アイコンタクト、ジョ
イントアテンションが
難しい。
相手のイメージを想像
することが難しい

■ 全体よりも細部に注
目する特性
２つのことを同時にす
ることが難しい

□ 習慣になっているものがある

■ 自分流の気づき・考え方をもつ
無理にでも目をあわせなくてはい
けない

■ 過去に経験したこと学んだこと
注意を受けた経験

■ 過去に経験したことにより恐怖や嫌
悪感をもっていること
目をあわせること時代の苦手さ

■ 行動前の状況※
質問されたり、話かけられたり
アイコンタクトに関する配慮や提案が
ない

■ 行動後の状況・結果※
目をあわせると注意を受ける
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課題になっている行動（気になる行動）

環境・状況の要因 本人の特性 本人の経験や気づきの影響

目を見て相手と

会話することが難しい
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